
産絹量を異にする家蠶の發育性状に關する研究

（第4報）卵細胞數の消長竝に産卵機能に就て
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔1〕緒　　　雷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　家翻に於ける卵漿の成長蛇に卵細胞数の溝長關係に就ては町田llll土（1922）、勝叉氏（L928）、

　　伊輿田蚊に米由氏（1933）等の研究があるが、直接卯集め嚢育に鋤する各種要約の及ぼす影響に

　　關しては，他の昆癒類に於ける研究は之を描いて、塚嬢霊に就ては筆者（1936）が螢繭中1こ於ける

　　温度の高低は卵細胞数の培加獲蓬に密擾なる關係にあるを認めkるの他、小野氏（1940）が蛸艘

　　内に繭綜物質の残存せる揚合卵管に含まれる卵緻の少爵こεが観察されてゐる。

　　　次に産卵磯能の滑長に及ぼす要約に關しては筆瀞（1937．fl’b）の観察を初め多撒あるが、何れ

　　も主ミして温螺度5の麗係に於て槻たもので，爾之に關聯してなさるぺ営研究事項は頗る多

、　　いo　　　　　　　　　　　ぎ
　　　　　　　　　　　
　　　而して産下し得べき卵は，熟闘隙こ於て鎌へ偲らるる卵細胞蜘湘當す噸｛慨に町田博士

　　　の指摘されてゐる如くなるが故｝：　s5齢期獲育中に於ける溝成組織器官の溝長は延て卵集の獲　　’

　　　育にも關係を腐し、從つて熟翻朋に於て鎌へ得らるる卵細胞数にも關係あるこざが考へられ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お

　　　る。

　　　1鰯i潜は騰網最を異にする象翻の5齢期襲育性状に夫々特質あるを認め、既に第1報（19di1．a）

　，　に諾が球畏様相につき報告し弛が、別遽象鎧嫡の蜘期傑護温渡ざFertillty蚊にSterilityの現象

　　　に就で調登中、偶々産網灘の多少εも密接な為關際にあるを観5且つ之が卵細胞数の澗擬關係

　　　に就での知鈷を必要Sずるに至㊨たるを以て、先づ、簸網魔を異にする譲翻の成劉漿槻に就で

　　漁所購韓・卵細鰍鱒侵につ醐擬試みナ・の覇る・その結果漸目燈囎樵伴ひ・
　　　熟翻瑚に算機縛麟るる卵細胞数少く、且つ化蝋後嫡髄内に残存する絹綜物質量を多からしむる

’傾向撫S辮、講講臨てその後の卵細鰍の蔽軸支配す励・如酬係あるを槻、延
　　　て産卯機能の如何忙就でも藤干試みたのゼ、鐵に之が結果の大要を蝦告する。

　　　　猫薦丈を稿するに當り糧々御敏示韓に御検圏の勢を賜りたる恩師蒲雄数授に樹し、感謝の意

1　　を表ずる1爽第でゐゐo、　　　　‘

　　　・1　　　　，，　　’　　こ皿〕・供試材料及び實験力法

　　　（1）供試素統は既に第ii”i　”’tして報辮せる揚合の系統ε圃膿にして次の如きものを用ゐた。
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　　t／翻欝灘騨嚇磁・勲撚融）騨綿白）
　　li　’｝　tt　饗漸目麟蘇繊…・・α購1（曳臼）　Cy　2系（支黄ンN3系（日白）　I　　　v

f・、隷2）卵郷鰍の槻察は♀の熟織義灘1鹸郷髄じ翻騰鋪蠣じ、k’一，，atlり更翻階を取出じ、

。t／／／／，一一 @、　・　　　　h灘麟霧r　　／／’・t膜
露　鰍雛聯鰍誰薦號1蝋難糠響　一t・tl厭騰・　．　　、
灘　・ご　　　　　　　　　　　　　　騒繍「　」　t＝翼

　　　　　　　ti　　　　　　　　∵：繋脳，灘繍獅「



錦三貌〕　　　“　魔絹燈を畑ζする獄圃の1鍛創生殊に關する研究（第4報）　　　　　　　　147

　　　　10倍内外の頒大鏡にて弊へ得らるる未完戒卵細胞（卵殻を形成せざるもの）及び完成卵細胞

．　　　（卵殻を形成せるもの）ざを鹿別して槻察した。

　　　（3）　蝸膿内幾網蚤はfヒ踊直後b機重の秤量にi次で解剖して絹縣腺を取閏し秤量し、騰重に獅

　　　　する歩合を以て表示した。この揚合殆さ金舐吐綜されたものに於ては絹綜腺細砲組織により

　　　　騰璽に獅して2，0～3，5％を示す。

　　　「（4）　爾糖繭開始後夫々Pf建0）1時閥毎に管繭霊濫児の吐孫孔を白エナメルにて閉鎖しbその後の

　　　　卵細胞数の溝」匿を凱察して、鍛考に蟄iした。・

　　　（5）　其他必要なる霧項は成綾表中に附詑するこざSした。

　　　　　　　　　　　　　　〔HD　観　　寮　　結　　果

（A＞．系統別熟懲期及び蝋IUI卵細胞敷の溜艮比較　　　　　　　　　　　　・　　　“

　先づ産網量を異にするi系統の熟蹴1田以降の卵細胞数及び大さの澗藁に就で1例を暴ぐれば、

第1及び2衷蚊に第1圏に示すが如くである。　　　　　　　　　　　v’

　　　　　　　　　　（第1讃）系統別、’熟翻及び蠣期卵細胞敷の濡輝
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・黛編φ鎌噸轍礁簾縫㈱鷹柵謙闘に於て鱗蜘鶴蘇蜘麟少く＼
　　　　婦蜘ご斡ける獅麟亦少く、且っ3識卵細胞の現れ編期も蓬れるs共職そφ撒鰐熱、こε

　　　　溜轡る課燃醐及靴輔齢鞭柳髄鰍縮聯鼎欝鞠騨勲灘’
　　　　　るこ寧が誌めらオ1　）5齢朋に於ける卵漿襲膏の遅滞を示したもρS蓼へ蕊轟ゐQ、’　　　“
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148’ @　　　　　　　　　　識　　　綜　　　醗　　　難　　　誌　　　　　　「　　　（第＋慧盤

’“　（第1圃）　　　められるこεは、蝦納諸組織のA・t・ly・isの影
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　響によるものε考へられ、且つ塵絹量多曲系統翻

　　　　　　　　　　　　　　　に於ては一・暦顯著にして、而もその期間長きに瓦

　　　　　　　　　　　　　　　るこSは濾目すべき現象であるo

　　　　　　　　　　　　　　　（8）　系統鯛蝋騰内残絹濫及び卵細胞撒の琵較

　　　　　　　　　　　　　　　　前述せる如く薦絹量多きi系統囎ミなるにf4≧ひs

　　　　　　　　　　　　　　　蠕期3日目頃より趨る卵細胞聡加の蝿滞著し爵現

　　　　　　　　　　　　　　　象蚊に完成卵細胞の襲現期の邊れる屯εを槻たの

　　　　　　　　　　　　　　　で、翻踊の分化攣態に影響すべく考へられる髄内

　　　　　　　　　　　　　　　残絹量εの關係につきs系統別、上藤盈度馴に槻

　俳鍛融岨鮒の　　　　　　　察した結果の1例を示せば次畿の如くである。

　th（第3表）系統別上藤盗慶の高低S蟻艘内残綱燈及び卵細胞数
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轡継叢樺鰯羅il汽llil．灘磁擁1灘
㈱i欄後保蔑は22・4℃。2，卵細胞撒麟昨卵馳以’tm“。（昭和15鞭欄5

　32，0
、※9ゐ昼

←嬬蛾5

　上表の添す結駄によれば、騰網量多き系統蹴Sなるに從ひ蠣髄内残網鍛多く、且っ2姉℃上

籏の畢合に比し21・B℃上籏は更に残鍋激を増加し、29・4“cの揚合も之に訳で多いこSが醜ら

瀧る。而も燈等残綱貴の多少S遭成卵細胞数ざは略欄一致した關聯にあるこε明かにして，從

っで産網盤多き系続蹴に在りては既に熟灘期項に於て卵糸田胞激少きは嗣述の如くなるも」璽に

化嫡後に於てはs残絹鍛の増力口に俘ひ卵細胞農奇の蓮滞雄に完成卵数の滅退を招來するこSが

認められるのである。

．　C¢；）　暖緯孔閉鍛による鋪艘内残綱量の多少ε卵細胞数　　　　　　　　　　　1　　　　・

・嫡瞳内残隅の濡藁は延ET卵細胞の畿還に關係あるこミを認めたので、更に實駿的に吐縣孔閉
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　上表の實験結渠に伽れば吐縣量歩合の減少（龍内幾絹量の’1曾加）に伴ひ、化囑融伽こ化蛾垣テ合の

減少を示す電共にb卵細胞の形成殊に完成卵数妙くs從つて灘騒多嚢系繊驚なるに從ひ踊

騰内残網搬の増加、及び卯細胞数の形成蚊に完成卵撒の少かつた窮實を識せるものε考へられ

ゐo

（◎）　系統別蝋期保護灘灘ミ海塵卵機能の比較

　i次に礁網量を異にする各系統の藤卯機能に及ぼす關係を醍るに、第5乃翌7表に槻るが如き

襯を得ナこ・ @　　（第5表）系統別1蝦棚保1灘度醒卵

　　　　　　　　　　　　，，　　　＿　　コ＿　＿　＿－　　　＿－　　　　　　＿t　　ロ　　り　ゆ　　　　　　　　　　　　　ゴ　　　　　　　　　　＿　　　　　　ゆ　

扁緬旺1滞響惑平撃，（婆）F、琿撃響楽劉糖懸響否：饗蓼話穿
二＿＝一＝nv一縞二翻匙二＿∴二＿【＿隅潤＿炉＿，L皿＿脳＿＿＿＿．r爾礪一鵬＿“昂．．：　＿＝＿　・・；・4’＝＿謬累＿二躍＿・、”瓢　F－；こ翼聡嵐繍篇一藁一一一謡：瓢・一鵬一　

蹴・　翻　　1瀧　　飛　　1書・劉　18二劉　19：1　馬
27・・ @　　5・1，2　　599・1　※5・・3　　tz。：g　i　17・。　l　g・γ

　附詔　灘慶は何れも75，4％o・（昭和14雑晩秋1切）　　ha　　，

　第5表に甚ゐて槻るにs輔期保護淵度の高くなるに從ひ，塵絹壼多豪系統翻は輩成卵撒（完

成卵）に鋤する、，産卵歩合砂くなる傾向顯著にして、且っ不授精卵を増加せしめ、騰網徽妙壷

系統鷲は2＄・4℃を中心Sして、高源、低淵共に稽遷卵機能劣るもその窪は前嚇に比し妙いこミ

が認められゐ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　、（第6表）　系銃別嫡期保護漏度ε産卵　　　　　　　1

”藤灘爾ヨ1響要平蕊潔一ト詳響懲響奪，（劉講禦戦辱解籍

　　63％、、｝
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附詑　漁度は24℃岬24，5℃とし、硫酸定灘法による。　（昭耶m4館晩款期）
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4、1
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2，8

第・卿鞭蘭・漸騒多き系統翻は縣繍温膿融翻・於で鮒
績良姓なう脅示しs低灘はその熊卵機能を瀬退せしウるこ霊極めて顯著であろ。

　　’　　v　（第7衷）系統別蝋期購i灘贋琴灘蟻の熊卵開始造時間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－．．の＿－．．。e　w　　　がおり　　　　　　　　　’　　　ゑおら

論諭遡L坐」⊥1・・L・。・IL雲鎗
　　　泓暴・鞭　至制響・鷹　子三1§　聯　驚

　　　附詑L澱は24・。～24．5℃とし、硫灘融鳳る12謎噛間は何描塒聞臆覗ρゼ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，’
1　　ある・（昭和・4職秋脚　’　　　　　　　、　　　’
鑛轡・鯵髄緯轡雛・崩系繍・比し灘の魏鞭後・灘開鞭嚇“
　　鹸韓繍編殊に騨を囎1・て鹸せ・搬購そ願向騰である塁潮鞭
　・燕鱗繕媚鐘　　・　　　　、　　　　t／、t・　　　　　　　・、、　1　¶

　　　1鵬卿1韓繊鰍誘繊雨齢に從ひ曝騨能の低灘桑に離烈蠣蘇襟糖，
　　に伸ひ更に之が麗卵機能融減愚麓しむるござ顯著なるは・蝋艘の分化撹態の渦穣に違麹の存す　，

　　る灘酬なる囎も譲縢瀧㈹7）の櫛、し顯灘灘瀬覇駆欝霞の欄關係
　　嚥描鑓確思騨來るが灘・産継撰にする系糊嚥灘ぴ騨水分戦謙緋



15P　　　　　　　　獣　　綜　　岨　　聯　　融　　　　　　　く蜘一こe6｝

聯8表に示すが如誠勧衛、のである。
II

f　　　備畷）系統別燃撒及び1　撒紛寧の澱
轟鍵璽瞳ご訂還遍1亙r論「lr・，，下｝「蒲1，li’li”・，－i－一一ti・1、ド

　8暴　　％iil：雛　　7，9：溺　　多ε：P，i，　離　噛ll：禽ζ　魏

　G3系　　フ9，U2　　79．01　　ン8，4：｝　　76。6γ　175．84　　77．54

　附詑24・5℃77・。％保護。（ll諏ロ5鰻秋期）

　前表にクうれば灘絹蹴多き系纐識なるに從ひ、螢繭犠腕及び婦髄水／lj　l砂き傾向にあるこ

遷が観られる。而して超等蝋艘水分傘の消長は、嚇縞ミ放散水分澱5の團1係、延ては魔絹澱

の多少に碁くものS認められる。

　　　　　　　　　　　　　　　　〔IV〕灌　　　援

　艘璽に野する産組量の増加に伸ひ、熟獄期の卯細胞撒ll少く且っ褒育の魁れるこ霊は飾1氾の結

果に槻て明かなるも、か・る結果を紹來した要因に就ては鰹潔の襲に第1報ミして報轡しノこ如

　く・雌質叢成の翻合が薩絹彙多き系統電なるに從ひて少く，更に齢饅期に於ける之が戚長傘は

産綱壁少き系統に比し極めて少きこ臥遊に卵棄の被育は膿質輩成ざ蝉棲なる關係にあるこS

が推理出來るが故に、從つて卵集も亦膿質S共に絹縣腺の嚢袴に制肘せらるるが如蟄關僚にあ

つた爲ざ考へられる。

　訳に産網量多磯系統Sなるに從ひ螢繭化踊褄蠕艘内に網縣物賀の残留麹曾加すゐ傾向開かに

　して，之はAutolysisの過程に遽和を招來せじむるこざミなり、姪て北蠕後に於ける卵荊取胞数　，　’

　の厨魏も亦この影響により妙資を総めたこSは、小野茂（工940）が踊髄内綱縣物鍵の残留は卵の

形成撒を少からしむる結二果を観たこSS相一致し、璽に叉蜜験的にも管繭翻兜の111．縣孔閉鑛に

より蝋艦内に残葎網縣物貿量を増加せしむる揚合、卵細胞形成の減退著しきを魏たので前紀の

結果㌘得feこミは當然ピ考へられる。

　更に麟髄の多少S劃磯能の蔽騨係蹴では・熊己蘇に繊女ロく・灘瞬舞系鷹　／t

錬碑從ひ・、薦磯勧鵬騰な磁響脚鰍細遡辮ひ艦水分鱒散多く・從つ
て磯氷勲融せしめ燃果招來されteるigの轡へられ、且っ醐田保護濃灘εの蘇’

匿就て観疹揚脊　高淵叉は低灘は灘卵機能の減退特｝顯蕎にして、麗網量少豪系統に准りては

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　へ羅獺轍翻轍麟て低繍灘方で囎灘鶴の灘を鰍こごは灘審（1937めが
騨継碑騨繍麟囎亙蘇瞭て指臨熾黙溌個嫌である誌が融められ
る　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　1

　麟灘機鋤澗蹴鞭水郷⑳多戯蜘ご識襯を慰整姻のて撚櫛る欝
徴ある一燭伏s考撰懸聴る　　　　　　　　　　　　　へ　　　　．　、　　　、

　　　　　　　　1・　　｝　　　　〔　y’）　総　　　i躊・　　　・　　、

　雌編鐙を暴1漆る系統慧の卵細胞蹴の溝漿蛇に産卵磯能た就で比較調鷲し、併せて蜘騰内残

網最の多蚕　の關僚1就薫鰻察癒る繕梁懸総据爵鱗嫉教の始く、で謝る。

　薄　薩絹蟄多爵馨統翻魅なるセ從ひ　熟難期の卵細胞敷少くして畿育も遡溌砥且つ蠣期に

於ける卵細胞緻の増涌墾養　銘戯卵⑳綾榊期臨蝿糧劇騰尚が槻墜れ　從つτ党成卯藪愚少い

」』う溜講られる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　1

　2）謎網蟻多き系続灘聯轍鰹衷灘隙残鷲斐る縞襯獺叢灘鋤らじ懸纈向あ器

難罐が矧騨期卵細臓鱗鋤購麟蝿麟謝熱罐懸蜘賜根鯉曙、r
　　　　　　　t’　　　　　　　　　　　　　　呈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
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合殊に顯蓑である。

　3）吐懸孔閉鎖による蝋臓内残絹激の多少t一の關係は、残絹燈の噛加にfトひ化蠕及び化蛾歩

合を減ずる電共に蜥期闘長く、翼に卵細胞の造成も少く、恰も薗項の事蜜を瞭するが如壷結襲

を認めナこ。

　4）還絹多曲系続瀬ざなるに從ひb卯細胞醗蓬iの難滞するはゼ幼鍛期に於ては艦購の遭成機

構ミ共に卯集も亦絹翻腺の装達に制肘せらるるこSの1聯暇：少津系統に比し大なるこ凱蝉期

に在りては踊難内残絹ll協き傾向llこある欝めh從つて蜥艦内Autolysig．の瓶程1こ影響し、延て

卵細胞の爽育溝提に影響したものミ認められる。

　5）漉絹量の増加に伴ひ、魔卵磯鮨を滅退せしむる傾尚あるも、藻等薦卵槻能の低下1オ、蝋

期に於ける商盗1丈は低灘の揚合殊に顯薪で、膿紹；鍛妙嚢系繍繊は之に反する傾向あるもその影

響は稽少い。而して藤撮鞘系統葺灘なるに從ひM嚇耀：辞蜘S典に髄水分の越敬多く・從

つて蟻艘水分肇の減少を來す傾向を総むるが故に、保講澱灘慶ミの椒1欄係に占軌高淵父は

低灘は産卵樋醐の減退を顯蒋ならしむるものミ認められる。

（於郡藻製綜練式愈洲偲蹴斯）
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